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学
校
法
人
武
蔵
野
大
学
は
、
女
子
大
、
女
子

中
高
か
ら
共
学
校
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
男
尊
女
卑
の
性
差
別
の
時
代
か
ら
、
男
女

平
等
の
職
業
時
代
へ
と
社
会
が
大
き
く
変
わ
っ

た
現
代
で
は
、
女
子
の
み
の
環
境
で
教
育
を
施

す
よ
り
も
、
共
学
の
方
が
女
性
の
能
力
を
よ
り

高
め
ら
れ
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
教
養
の
高
い
家
庭
婦
人
を
求
め
た
時

代
か
ら
、
現
代
は
技
能
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献

す
る
職
業
婦
人
が
期
待
さ
れ
る
時
代
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
文
学
部
だ
け
で

は
な
く
、
社
会
系
、
理
数
系
の
教
育
も
必
要
と

な
り
、
現
代
社
会
学
部
、
人
間
関
係
学
部
、
薬

学
部
、
看
護
学
部
、
環
境
学
部
が
設
置
さ
れ
、

さ
ら
に
、
人
間
科
学
部
、
法
学
部
、
経
済
学

部
、
経
営
学
部
、
教
育
学
部
、
工
学
部
へ
と
拡

大
し
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
の
文
学
部
英
米
文

学
科
は
グ
ロ
ー
バ
ル
学
部
と
な
り
、
4
年
間
を

英
語
で
学
ぶ
授
業
の
コ
ー
ス
も
で
き
ま
し
た
。

情
報
社
会
の
21
世
紀
で
は
、
通
信
機
器
に
よ
る

教
育
も
大
き
く
発
展
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
本
学
の
通
信
教
育
部
で
も
仏
教
や
心

理
、
福
祉
、
看
護
、
教
員
養
成
の
学
び
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
野
の
中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、
中
学

校
は
今
年
度
か
ら
、
高
等
学
校
は
来
年
度
か

ら
共
学
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
、
中
学
校
は

１
３
８
名
の
新
入
生
が
入
学
し
ま
し
た
。
昨
年

度
が
６
２
名
で
し
た
か
ら
、
大
き
な
飛
躍
で

す
。
高
等
学
校
は
武
蔵
野
大
学
を
中
心
に
し
た

本
科
、
一
年
間
の
留
学
を
目
指
す
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
選
抜
、
難
関
大
学
を
目
指
す
ハ
イ
グ

レ
ー
ド
選
抜
の
３
コ
ー
ス
で
す
。
世
界
の
大
学

進
学
を
視
野
に
、
大
き
く
羽
ば
た
く
生
徒
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
野
大
学
附
属
幼
稚
園
と
慈
光
保
育
園

は
、
仏
の
心
を
も
っ
た
子
ど
も
が
広
い
園
庭
で

の
び
の
び
と
育
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
予
定

通
り
の
園
児
が
入
園
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

以
上
が
大
学
、
高
等
学
校
、
中
学
校
、
幼
稚

園
、
保
育
園
の
現
況
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
、
和
田
堀
廟
所
に
学
校
法
人
武

蔵
野
大
学
墓
所
が
完
成
し
ま
し
た
。
く
れ
な
い

会
の
み
な
さ
ま
か
ら
も
ご
援
助
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
学
院
の
関
係
者
、
卒
業
生
と

そ
の
配
偶
者
が
学
院
の
ご
縁
に
結
ば
れ
、
人
生

の
最
後
に
、「
俱
会
一
処
」（
と
も
に
一
処
に
お

ち
会
う
）
の
場
と
し
て
、
こ
の
墓
所
を
ご
利
用

い
た
だ
い
て
は
と
考
え
る
次
第
で
す
。

学
校
法
人
武
蔵
野
大
学
の
現
況
報
告
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く
れ
な
い
会
会
員
の
皆
様
に
御
挨
拶
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
く
れ
な
い
会
報
第
40
号
は
、
新

元
号
が
令
和
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
平

成
最
後
の
会
報
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
度
よ
り
本
校
校
名
が
、
武
蔵
野

女
子
学
院
か
ら
武
蔵
野
大
学
中
学
校
・
高
等

学
校
と
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
同
窓
会

く
れ
な
い
会
は
、
武
蔵
野
大
学
中
学
校
・
高

等
学
校
同
窓
会
く
れ
な
い
会
と
名
称
変
更
致

し
ま
し
た
。

　

４
月
８
日
に
中
学
校
・
高
等
学
校
共
に
入

学
式
と
釈
尊
生
誕
節
を
行
い
ま
し
た
が
、
今

年
度
よ
り
新
中
一
に
男
子
生
徒
が
29
名
入
学

し
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
と
な
り

ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
高
校
一
年
生
も
共

学
に
な
り
ま
す
。

　

く
れ
な
い
会
は
平
成
30
年
度
３
月
卒
業
生

１
８
０
名
を
新
会
員
（
高
校
70
回
生
・
武
蔵

野
女
子
学
院
92
回
生
と
し
て
）
に
お
迎
え
し

て
、
会
員
総
数
は
２
万
３
千
９
４
４
名
と
な

り
ま
し
た
。

　

学
院
は
今
年
創
立
95
年
、
あ
と
5
年
で

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
年
度
の
く
れ

な
い
会
報
は
学
院
の
発
展
を
象
徴
す
る
建
物

を
表
紙
に
し
ま
し
て
、
田
中
学
院
長
先
生
に

学
院
の
現
状
を
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
学
院
の
飛
躍
を
お
読
み
下
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
平
成
30
年
度
く
れ
な
い
会
活
動

報
告
を
い
た
し
ま
す
。

　

く
れ
な
い
会
の
皆
様
に
は
、
い
つ
も
本
当

に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
ご
ろ
の
教
育
活
動
へ
の
ご
理

解
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
教
職
員
一
同
、

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
皆
様
、
ご
周
知
の
と
お
り
、

2
0
1
9
年
度
よ
り
武
蔵
野
女
子
学
院
中

学
校
・
高
等
学
校
は
共
学
化
を
迎
え
、
武
蔵

野
大
学
中
学
校
・
高
等
学
校
と
名
前
を
変

え
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
武
蔵
野
女
子
学
院
の
魂

は
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
高
楠
順
次
郎
先
生
が

想
い
描
か
れ
た
教
育
へ
の
原
点
回
帰
で
あ
り
、

本
校
の
復
活
へ
の
基
礎
と
な
る
と
信
じ
て
お

り
ま
す
。
特
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
で
多
様
性
を

認
め
あ
い
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
仏
教
精
神

を
身
に
つ
け
た
人
材
の
育
成
」
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。
こ
の
魂
を
大
切
に
し
つ
つ
、
本
学

校
法
人
が
標
榜
す
る
「
世
界
の
幸
せ
を
実
現

す
る
」
21
世
紀
型
の
学
力
を
身
に
つ
け
た
人

材
を
育
成
す
る
こ
と
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ま
ず
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
と

し
て
は
、
①Challenge

、
②Change

、

③Contribute

の
３
つ
の
〝
Ｃ
〟
は
明
確

に
示
し
た
上
で
、
時
代
に
合
わ
せ
た
教
育

を
、
生
徒
と
先
生
が
一
緒
に
な
っ
て
い
く
、

と
い
う
方
向
性
で
動
き
出
し
ま
し
た
。

2
0
1
9
年
度
か
ら
は
、
男
女
共
学
化
だ

け
で
な
く
、
①
世
界
最
先
端
の
英
語
教
育
、

②
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
の
授
業
の
導

一　

�

学
校
法
人
武
蔵
野
大
学
が
、
杉
並
区
和

田
堀
廟
所
に
あ
る
学
祖
高
楠
先
生
の

眠
る
お
墓
の
す
ぐ
お
隣
に
共
同
墓
を

つ
く
り
ま
し
た
。
こ
の
お
墓
は
卒
業

生
・
そ
の
伴
侶
・
退
職
教
職
員
の
為

の
永
代
供
養
墓
で
す
。
く
れ
な
い
会

は
委
員
会
・
総
会
で
の
賛
同
を
受
け
建

墓
の
た
め
む
ら
さ
き
会
・
く
れ
な
い
会

で
5
0
0
万
円
ず
つ
学
院
に
寄
付
を

い
た
し
ま
し
た
。
墓
石
店
は
同
窓
生
の

米よ

内な
い

さ
ん
（
米よ

内な
い

屋や

）
で
す
。

　
　

�　
今
年
度
よ
り
く
れ
な
い
会
は
、
会
員

の
皆
様
に
建
墓
の
た
め
の
ご
寄
付
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

是
非
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。（
詳
し
い
こ
と
は
別
紙
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）

二　

�

武
蔵
野
大
学
へ
の
同
窓
会
推
薦
入
試
実
施

　
　

�　
昨
年
度
５
名
の
方
々
を
武
蔵
野
大
学

へ
の
推
薦
を
い
た
し
ま
し
た
。
今
年

度
同
窓
会
推
薦
入
試
を
ご
希
望
の
方

は
、
く
れ
な
い
会
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

6
月
よ
り
受
付
い
た
し
ま
す
。
〆
切

は
9
月
13
日
（
金
）
ま
で
で
す
。（
詳

し
く
は
本
誌
3
ペ
ー
ジ
参
照
）

三　

維
持
会
費
納
入
に
つ
い
て

　
　

�

毎
年
く
れ
な
い
会
は
維
持
会
費
と
し

て
、
一
人
１
０
０
０
円
納
入
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　

昨
年
の
維
持
会
費
納
入
金
額
は　

　
　

入
、
③
海
外
ト
ッ
プ
大
学
へ
の
進
学
指
導
な

ど
、
今
ま
で
の
日
本
で
は
実
現
で
き
な
か
っ

た
教
育
を
、
順
次
導
入
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
は
、
高
楠
順
次
郎
先
生
が
今
ま
さ
に
ご
存

命
で
あ
れ
ば
、
実
行
し
て
い
た
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
６
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
G
8
と
呼

ば
れ
る
ト
ッ
プ
大
学
が
本
校
に
進
学
説
明
会

に
来
校
し
ま
す
。
ま
た
、
７
月
に
は
短
期
留

学
と
し
て
M
I
T
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
：
世
界
１
位
）
と
の
連
携
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
、
高
校

１
年
生
に
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
講
座
を
導
入

し
、
多
様
な
価
値
観
と
視
野
の
育
成
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
そ

の
様
子
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

し
か
し
、
や
は
り
原
点
は
、「
心
の
教
育
」

で
あ
り
、
武
蔵
野
女
子
学
院
が
長
き
に
わ

た
っ
て
培
っ
て
き
た
文
化
の
継
承
こ
そ
が
大

切
な
核
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

変
化
の
激
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
原
点

を
大
事
に
し
、
設
立
者
や
卒
業
生
の
皆
様
の

想
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
21
世
紀
に
必

要
と
さ
れ
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。
教
職
員
一
同
、
皆
様
の

ご
支
援
な
し
に
は
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
変
化
し
て
い
く
武

蔵
野
女
子
学
院
改
め
、
武
蔵
野
大
学
中
高
を

温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
文
化
祭
な
ど
で
ま
た
来
校
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

ご
報
告
　	

く
れ
な
い
会
会
長
（
高
校
16
回
生
）

�

阿
部
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田
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窓

訪
問

同

生

● 

自
己
紹
介
・
施
設
紹
介

　

私
は
武
蔵
野
女
子
学
院
高
等
学
校
を
卒
業

し
、
2
0
1
8
年
に
武
蔵
野
大
学
薬
学
部

を
経
て
、
昨
年
春
に
東
京
大
学
大
学
院
の
医

学
系
研
究
科
の
博
士
課
程
へ
進
学
し
ま
し

た
。

　

東
京
大
学
は
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
で
す
が
、
私
は
白
金
台
に
あ
る
東

京
大
学
医
科
学
研
究
所
内
の
研
究
室
で
日
々

研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。
医
科
学
研
究
所
は

明
治
25
年
に
大
日
本
私
立
衛
生
会
附
属
伝
染

病
研
究
所
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
感
染
症
関
連
の
疾
患
の
み
な
ら
ず
、

様
々
な
医
学
分
野
の
最
先
端
の
研
究
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

●
進
学
を
選
ん
だ
理
由

　

薬
学
部
の
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
調
剤
薬
局

や
病
院
、
製
薬
メ
ー
カ
ー
の
営
業
職
に
就
職

す
る
中
、
学
年
で
私
だ
け
が
外
部
へ
進
学
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
研

究
を
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
興

味
を
持
っ
た
の
は
薬
学
部
時
代
に
学
ん
だ
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
毎
年
の
流
行
を
起
こ

す
に
も
関
わ
ら
ず
未
だ
に
制
御
で
き
て
い
な

い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
な
ぜ
毎
年
ワ
ク
チ
ン

を
打
た
な
い
と
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
。
な
ぜ

一
年
に
2
回
も
感
染
す
る
こ
と
が
あ
る
の

か
。
こ
の
よ
う
な
単
純
な
疑
問
の
答
え
を
知

り
た
い
と
思
い
、
大
学
院
へ
の
進
学
を
選
び

ま
し
た
。

●
普
段
の
生
活

　

普
段
は
実
験
を
行
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で

す
。
実
験
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
実
験

ノ
ー
ト
を
書
い
た
り
、
デ
ー
タ
を
整
理
し
た

り
す
る
こ
と
も
日
々
の
大
切
な
作
業
で
す
。

ま
た
、
学
会
で
の
研
究
成
果
発
表
や
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
最
新
の
研
究
の
知
見
を
勉
強

す
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。
学
会
は
他
の
大
学

院
生
や
研
究
員
の
方
と
研
究
の
話
を
し
た

り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
す
る
貴
重

な
機
会
で
あ
り
、
研
究
意
欲
を
掻
き
立
て
ら

れ
ま
す
。

●
最
後
に

　

武
蔵
野
女
子
学
院
で
生
活
し
て
い
た
頃
、

将
来
自
分
が
東
京
大
学
で
研
究
し
て
い
る
こ

と
な
ど
想
像
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
可

能
性
は
無
限
大
だ
か
ら
こ
そ
、
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
や
り
た
い
こ
と
や
興
味
が
あ
る
こ
と

は
な
ん
で
も
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
究
生
活
は
大
変
な
こ
と
も
多
く
、
周
囲

の
サ
ポ
ー
ト
に
と
て
も
助
け
ら
れ
て
い
ま

村上樹里佳
（高校 63 回生）

東京大学医科学研究所
ウイルス感染分野

医学系研究科 博士課程 1 年

　
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
払
い

	

　

9
3
9
名	

93
万
9
千
円

　
　

コ
ン
ビ
ニ
払
い

	
　

9
5
2
名	

95
万
2
千
円

　
　

く
れ
な
い
会
持
参

　
　
　

69
名	

6
万
9
千
円

　
　

ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

　
　
　

17
名�

1
万
7
千
円

　
　

計	
1
9
7
7
名

　
　

合
計
金
額	

1
9
7
万
7
千
円

　
　

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四　

�

平
成
30
年
度
90
名
の
方
々
か
ら
く
れ
な

い
会
活
動
に
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
詳
し
く
は
別

紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

五　

文
化
祭
参
加

　
　

�

56
名
の
会
員
の
方
々
に
お
手
伝
い
頂
き

ま
し
た
。

　
　

�

バ
ザ
ー
用
品
も
た
く
さ
ん
提
供
下
さ
い

ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

バ
ザ
ー
売
上
金
よ
り
３
万
円
を
中
高

生
徒
会
に
寄
付
し
ま
し
た
。

六　

�

散
華
乙
女
追
悼
会
、
追
悼
写
真
展
、
中

三
生
と
懇
談
会
実
施

　
　

�

写
真
展
で
は
『
武
蔵
野
の
空
襲
を
記
録

す
る
会
』
よ
り
一
部
写
真
を　

ま
た

一
ト
ン
爆
弾
模
型
は
西
東
京
市
よ
り

借
用
致
し
ま
し
た
。

　
　

�

今
年
度
の
追
悼
会
は
12
月
3
日
（
火
）

で
す
。
是
非
御
出
席
下
さ
い
。

七　

教
養
講
座
実
施

　
　

�

美
文
字
の
た
め
の
講
習
会
、
夏
に
涼
し

げ
な
ネ
ッ
ク
レ
ス
作
り
、
お
正
月
飾

り
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

八　

箱
根
バ
ス
旅
行
実
施　

　
　

�

総
勢
40
名
参
加
で
、
箱
根
の
紅
葉
と
カ

ン
ツ
ォ
ー
ネ
の
歌
声
を
楽
し
み
ま
し
た
。

九　

�

高
三
卒
業
生
１
８
０
名
の
く
れ
な
い
会

入
会
式
実
施

　
　

�

く
れ
な
い
会
紹
介
、
卒
業
生
に
入
会
記

念
品
（
写
真
た
て
）
を
贈
呈
。

　

日
本
は
今
、
災
害
列
島
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
私
達
も
日
頃
か
ら
心
構
え
や
準
備
が
大

切
で
す
ね
。
ど
う
ぞ
皆
様
お
身
体
を
大
切
に

お
過
ご
し
下
さ
い
。

中学・高等学校受験者の
優遇措置について
　武蔵野女子学院中・高等学校を卒
業された方々や、在学している生徒
の四親等以内または本学幼稚園の卒
園者本人、本学教職員の子女のうち、
本中学・高等学校を第一志望と考え
ている方は必ず「入試広報部」まで
ご連絡ください。受験の優遇措置に
ついて具体的にご説明させていただ
きます。また「入試広報部」では中
学・高等学校の受験一般について、
ご相談を承っております。どうぞお気
軽にご来室ください。

入試に関するお問い合わせ
入試広報部●☎ 042-468-3377

武蔵野大学同窓会推薦入試について
● �くれない会会員の子、孫、兄弟姉妹、甥、姪の方
が出願できます。

●くれない会会長からの推薦書が必要です。
●面接と出願書類の総合評価で選抜します。

対象学部・学科 学業成績などの基準

文学部、グローバル学部、法学部、
経済学部、経営学部、データサイ
エンス学部、人間科学部、教育学
部、工学部

全体の評定平均値

薬　学　部 全体の評定平均値と英語・
数学・理科の各評定平均値

看 護 学 部
全体の評定平均値と英語・
数学・理科のいずれかひとつの
評定平均値

※�同窓会推薦入試についてのお問合せはくれない会　9月13日（金）までにご連絡ください。
　くれない会：TEL 042-468-3161　【月・木】13：00～16：00
※�対象学部および基準は平成30年度のものであり、参考としてご覧ください。

く れ な い  vol.40
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す
。
特
に
、
私
の
決
断
を
受
け
入
れ
精
神
的
・

経
済
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
る
家
族
に

は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て

い
る
周
囲
の
人
へ
恩
返
し
す
る
た
め
に
も
、
今

後
も
研
究
に
励
み
成
果
を
出
せ
る
よ
う
努
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

井上知子（北条）

（高校 9 回生）
社会体育指導員

●
学
校
出
て
か
ら
六
十
年
♪

　

く
れ
な
い
会
委
員
会
の
会
合
で
は
先
輩
方
か

ら
数
え
て
、
三
、四
番
目
の
上
席
（
回
生
の
古
い

順
）
年
月
の
早
さ
に
驚
く
ば
か
り
。
で
も
校
門

を
く
ぐ
る
と
な
ぜ
か
気
持
ち
は
ワ
ク
ワ
ク
、
足

川井すみれ
（高校 61 回生）

（株）留学ジャーナル
カウンセラー

取
り
も
軽
く
高
校
時
代
に
も
ど
る
の
で
す
。

　

振
り
返
る
と
、
中
学
一
年
で
演
劇
部
に
入

り
、
い
き
な
り
「
チ
ル
チ
ル
・
ミ
チ
ル
」
の
チ

ル
チ
ル
の
主
役
、（
ミ
チ
ル
も
現
在
可
愛
い
ゝ

女
の
子
）、
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
男
役
ば
か

り
、
同
時
に
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
部
に
も
入
り
、

創
部
者
の
白
石
奈
緒
美
（
女
優
、
料
理
研
究

家
）
先
輩
方
に
ガ
ン
ガ
ン
し
ご
か
れ
ま
し
た
。

体
育
大
卒
業
後
、
明
治
学
院
大
学
の
体
育
科
に

就
職
、
竹
腰
美
代
子
先
生
と
出
会
い
、
当
時
流は

行や

り
だ
し
た
美
容
体
操
教
室
で
の
指
導
者
と
な

り
、
学
校
体
育
か
ら
社
会
体
育
へ
の
道
へ
進
み
、

今
日
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
、
ご
自
分
の
好
き
な
事
を
み

つ
け
継
続
し
て
こ
そ
、
生
涯
の
基
に
な
る
と
思

う
の
で
す
。
現
在
実
施
し
て
い
る
体
操
教
室
も

三
十
五
周
年
を
迎
え
、
一
期
生
か
ら
十
四
名
、

ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
く
続
け
て
居
ま
す
。

　

昨
暮
に
は
、
白
石
さ
ん
は
じ
め
諸
先
輩
方
と

デ
ン
マ
ー
ク
体
操
部
の
O
G
会
を
開
き
ま
し

た
。
七
十
八
才
で
一
番
の
若
手
! !‌

　
楽
し
か
っ

た
の
一
言
で
す
。

　

私
の
元
気
印
が
く
れ
な
い
会
の
お
役
に
立
つ

事
が
あ
れ
ば
、
出
来
る
限
り
協
力
す
る
つ
も
り

で
す
。

　

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
先
生
方
、
諸

先
輩
あ
っ
て
こ
そ
と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

私
の
今
日
あ
る
原
点
は
、
武
蔵
野
女
子
学
院

に
あ
り
。

　

私
は
高
校
2
年
生
で
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
青

少
年
交
換
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
1
年

間
ベ
ル
ギ
ー
に
派
遣
留
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
1
年
間
ベ
ル
ギ
ー
で
過
ご
し
て
得
た
も

の
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
習
得
や
文
化
、
習
慣
の

理
解
等
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
自
分

の
凝
り
固
ま
っ
た
考
え
方
が
変
化
し
た
こ
と
が

一
番
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

帰
国
後
は
、
現
地
校
で
受
け
た
、
生
徒
と
教

師
が
一
体
と
な
っ
て
作
り
上
げ
て
い
く
授
業
ス

タ
イ
ル
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
教
育
分

野
に
興
味
を
持
ち
、「
教
育
」
と
留
学
前
か
ら

好
き
だ
っ
た
「
文
学
」
を
自
由
に
学
べ
る
環
境

を
求
め
て
、
I
C
U
に
入
学
し
ま
し
た
。
学

び
の
過
程
で
、
日
本
の
英
語
教
育
に
対
す
る
関

心
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
（
株
）留
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
就
職
し
、

手
続
き
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
私
は

オ
セ
ア
ニ
ア
地
方
を
担
当
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
語
学
学
校
へ
の
出

願
や
滞
在
先
へ
の
手
配
依
頼
、
現
地
空
港
か
ら

滞
在
先
へ
の
送
迎
の
手
配
依
頼
等
を
し
て
い
ま

す
。
航
空
券
の
手
配
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

ビ
ザ
や
学
生
ビ
ザ
等
の
代
理
申
請
等
も
し
て
い

ま
す
が
、
同
時
に
、
留
学
出
発
後
の
お
客
様
の

ケ
ア
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
お
客
様
は
、
シ

ド
ニ
ー
に
短
期
留
学
さ
れ
た
方
で
し
た
。
現

地
到
着
後
、
1
週
間
経
た
な
い
う
ち
に
、
語

学
学
校
を
辞
め
た
い
と
い
う
連
絡
が
入
り
ま

し
た
。
私
自
身
も
留
学
中
、
心
細
か
っ
た

り
、
落
ち
込
ん
だ
り
し
た
経
験
が
あ
っ
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
激
励
の
メ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。
一
緒
に
担
当
し
て
い
る
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
や
、
現
地
の
学
校
ス
タ
ッ
フ
と
も
連
携

し
、
何
と
か
無
事
に
留
学
を
終
え
て
ご
帰
国

さ
れ
た
時
に
は
、
母
親
の
よ
う
な
気
持
ち
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
は
留
学
手
続
き
の
仕
事
は
、
依
頼
さ
れ

た
手
続
き
を
単
に
進
め
る
だ
け
の
仕
事
で
は

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
留
学
を
通
し
て
成

長
し
、
今
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

気
付
け
た
経
験
を
お
客
様
に
も
味
わ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
私
に
今
、
何
が

で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
サ
ポ
ー
ト
の

幅
は
い
く
ら
で
も
広
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
が
で
き
る
の
は
、「
川
井
さ
ん
、

留
学
し
て
み
な
い
?
」
と
声
を
掛
け
、
一
歩

踏
み
出
す
勇
気
を
与
え
て
下
さ
っ
た
、
阿
部

先
生
の
お
陰
で
す
。
教
育
分
野
に
携
わ
り
、

お
客
様
の
留
学
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と

に
日
々
感
謝
し
、
今
後
は
更
に
お
客
様
に
寄

り
添
っ
て
、
留
学
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

武蔵野大学では創立80周年を記念し、建
学の精神の顕揚と優れた人材の育成に資す
ることを目的として創設した「ステップアッ
プ奨学金」を、2019年度も公募いたします。

その他、応募の詳細については、大学の
ホームページをご参照ください。

ステップアップ奨学金

http://www.musashino-u.ac.jp/

村上樹里佳さんはステップアップ奨学金
制度で学んでいます。

窓 訪問同 生
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学
院
か
ら
学
び
続
け
て

元
社
会
科
教
諭　

中
出　

律

　

学
院
に
年
3
回
は
伺
っ
て
い
る
う
ち
に
、

13
年
が
過
ぎ
て
い
た
。
1
学
期
は
同
じ
社
会

科
の
松
岡
千
里
さ
ん
の
散
華
乙
女
の
碑
に
関

連
し
た
平
和
学
習
の
授
業
見
学
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
綿
密
な
計
画
の
も
と
に
実

践
さ
れ
て
い
る
授
業
。
３
～
4
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
い
る
が
静
か
に
集
中
し

て
聴
い
て
い
る
。
私
が
現
役
だ
っ
た
時
も
、
今
も
生
徒
は
大
事
な
戦
争
と

平
和
に
関
す
る
お
話
を
集
中
し
て
聴
い
て
い
る
。
そ
ん
な
生
徒
の
態
度
が

私
に
は
涙
が
出
る
く
ら
い
う
れ
し
い
。
次
は
文
化
祭
の
と
き
に
く
れ
な
い

会
の
部
屋
と
父
母
の
会
の
バ
ザ
ー
の
部
屋
に
お
邪
魔
す
る
。
な
つ
か
し
い

新
旧
の
教
職
員
や
卒
業
生
の
方
々
に
会
え
る
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い

る
。
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
話
し
込
む
。
1
年
の
最
後
は
、
12
月
3
日

の
「
散
華
乙
女
の
追
悼
会
」。
正
門
か
ら
美
し
い
銀
杏
、
楓
、
メ
タ
セ
コ

イ
ヤ
な
ど
見
な
が
ら
、
慰
霊
碑
へ
。
こ
の
日
の
大
き
な
目
標
は
田
中
教
照

沖
縄
に
思
い
を
馳
せ
て

元
英
語
科
教
諭　

和
田　

忠
征

　

2
0
0
0
年
3
月
、
武
蔵
野
女
子
学
院
を

退
職
し
て
19
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　

近
況
を
一
言
と
い
う
こ
と
で
す
が
─
─
。

　

退
職
後
し
ば
ら
く
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中

国
な
ど
へ
の
海
外
旅
行
に
出
か
け
た
り
、
学

生
時
代
の
か
つ
て
の
仲
間
が
O
B
合
唱
団
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
の

を
知
り
、
誘
わ
れ
て
練
習
に
参
加
し
た
り
し
て
、
比
較
的
の
ん
び
り
と
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
で
は
、
地
域
の
高
齢
者
の
人
た
ち
と
の
付
き
合
い
が
多
く
、
主
と
し

て
、
年
金
、
医
療
、
介
護
と
い
っ
た
社
会
保
障
関
連
の
問
題
に
首
を
突
っ

込
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
こ
こ
に
き
て
私
の
心
を
と
ら
え
て
離
れ
な
い
問
題
が
あ
り
ま

先
生
の
法
話
。
戦
争
法
の
成
立
の
こ
ろ
、
先
生
は
「
足
を
踏
ん
だ
方
は
、

そ
の
こ
と
を
つ
い
忘
れ
が
ち
。
し
か
し
足
を
踏
ま
れ
た
方
は
い
つ
ま
で

も
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
述
べ
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
で
日
本
に
侵
略
さ

れ
た
ア
ジ
ア
の
国
々
の
痛
み
に
つ
い
て
言
及
。
昨
年
田
中
先
生
は
「
な

ん
と
か
フ
ァ
ー
ス
ト
と
か
言
う
人
や
国
が
増
え
て
心
配
で
す
」、「
吉
野

弘
の
詩
に
『
正
し
い
こ
と
を
言
う
と
き
は
少
し
ひ
か
え
め
に
す
る
ほ
う

が
い
い
。
正
し
い
こ
と
を
言
う
と
き
は
相
手
を
傷
つ
け
や
す
い
も
の
だ

と
気
付
い
て
い
る
ほ
う
が
い
い
』
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
」
と
お
話
を

し
て
下
さ
っ
た
。
私
は
ま
る
で
自
分
の
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
る
気
が
し

て
ド
キ
ッ
と
し
た
。
以
来
、
毎
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
て
自
分
を
戒
め

て
い
る
。
8
年
前
か
ら
、
東
京
高
校
生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
平
和
や
憲

法
、
現
在
の
社
会
問
題
に
つ
い
て
学
び
交
流
し
て
い
る
高
校
生
の
平
和

サ
ー
ク
ル
）
の
世
話
人
を
し
て
い
る
。
毎
年
夏
に
は
広
島
・
長
崎
へ
の

平
和
学
習
旅
行
に
行
き
、
一
緒
に
勉
強
し
て
い
る
。
昨
年
暮
れ
に
は
沖

縄
に
行
き
沖
縄
戦
と
基
地
問
題
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
昔
も
今
も
生
徒
の

成
長
し
て
い
く
姿
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
。
生
涯
の
半
分
を
過
ご
し
た
学

院
か
ら
学
ん
だ
こ
と
が
私
の
糧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。

す
。
そ
れ
は
、
沖
縄
の
辺
野
古
の
海
の
こ
と
で
す
。

　

昨
年
、
地
域
の
数
人
で
琉
球
新
報
の
記
者
の
案
内
で
沖
縄
を
旅
し
て

き
ま
し
た
。
辺
野
古
で
も
抗
議
船
船
長
の
厚
意
で
大
浦
湾
近
く
ま
で
行

き
、
海
上
か
ら
辺
野
古
の
海
を
眺
め
て
き
ま
し
た
。
絶
滅
危
惧
種
の

ジ
ュ
ゴ
ン
が
泳
ぎ
、
4
0
0
年
も
か
か
っ
て
成
長
し
た
サ
ン
ゴ
が
ひ

し
め
く
辺
野
古
の
海
を
米
軍
の
新
基
地
建
設
で
埋
め
立
て
ら
れ
て
し
ま

う
こ
と
、
こ
れ
は
沖
縄
県
民
な
ら
ず
と
も
反
対
の
声
を
大
き
く
上
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

　

私
た
ち
地
域
の
年
金
者
組
合
で
は
、
こ
の
秋
「
朗
読
と
歌
で
つ
づ
る

沖
縄
の
過
去
と
今
」
と
題
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
そ
の

台
本
を
私
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
や
っ
と
書
き
終
え
た
と
こ
ろ

で
す
。「
勝
つ
こ
と
は
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
」
を
合
言
葉
に
新
基
地
建

設
を
断
念
さ
せ
る
ま
で
沖
縄
の
人
た
ち
と
連
帯
し
て
力
を
合
わ
せ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

先 生 お 元 気 で す か ？

　　2019年度 武蔵野大学「日曜講演会」 日程表
※敬称略時間 ▶10：00 〜 11：30　　　会場 ▶ 雪頂講堂（武蔵野キャンパス）

月　日 所属・役職 講　師 講　題

第 609 回 2019  4/21 学校法人 武蔵野大学 学院長 田
た

中
なか

　 教
きょう

照
しょう 報恩のこころ

第 610 回 　    5/19 東京大学 東洋文化研究所 准教授 藏
くら

本
もと

　 龍
りょう

介
すけ ミャンマー仏教の世界─仏と共に生きる人々─

第 611 回 　    6/16 武蔵野大学 教養教育部 教授
東京大学 名誉教授 一

いち
ノ
の

瀬
せ

　正
まさ

樹
き 因果と応報 ─哲学の視点から─

第 612 回   　7/21 大谷大学 文学部 専任講師 マイケル・コンウェイ 師に出遇い、本願に出遇い、本願に生きる

第 613 回   　9/15 武蔵野大学 教養教育部 特任教授
東京大学 名誉教授 丸

まる
井
い

　 浩
ひろし 共生思想としての仏教の可能性（仮）

第 614 回  　10/20 武蔵野大学 文学部 特任教授
東京大学 名誉教授 藤

ふじ
原
わら

　克
かつ

己
み 『源氏物語』と浄土教

第 615 回  　11/17 青山学院大学  国際政治経済学部 教授 陳
ちん

　継
けい

東
とう 仏の教えと仏教研究者（仮）

第 616 回  　　12/15 曹洞宗復興支援室分室主事
チャイルドラインふくしま事務局長兼理事 久

きゅう
間
ま

　泰
たい

弘
こう 東日本大震災　被災地の今と子どもたちの現状

　─私たちにできること─（仮）
第 617 回 2020  1/12 浄土真宗本願寺派総合研究所 副所長 藤

ふじ
丸
まる

　智
とも

雄
お 悪人正機の倫理学

第 618 回 　2/16 武蔵野大学 学長 西
にし

本
もと

　照
てる

真
ま 仏典に聴く歓喜のこころ（仮）

問合せ先：仏教教育部事務室 TEL 042-468-9424
◎ご参加に際しては予約不要・聴講無料

く れ な い  vol.40
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会 員 の 広 場

成
人
を
祝
う
会

　
　
高
校
68
回
生	

菊
地
　
紗
貴

　

平
成
31
年
1
月
14
日
（
月
）
ク
ル
ー
ズ
ク

ル
ー
ズ
新
宿
店
に
て
成
人
を
迎
え
た
68
回
生
60

名
が
参
加
し
「
成
人
を
祝
う
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

高
校
3
年
で
お
世
話
に
な
っ
た
齋
藤
祐
介
先

生
、
中
島
晋
一
先
生
、
南
島
康
治
先
生
、
普
賢

慧
之
先
生
、
田
中
理
奈
先
生
、
黒
瀬
有
紀
先

生
、
久
保
寺
寛
先
生
を
お
迎
え
し
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
っ
て
も
以
前
と
変
わ
ら
な
い

皆
の
笑
顔
に
再
会
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

高
校
8
回
生
同
期
会

　
　
高
校
8
回
生	

吉
岡
　
美
江
（
梁
取
）

　

平
成
30
年
傘
寿
を
迎
え
る
私
た
ち
は
、
5
月

17
日
最
後
の
同
期
会
を
、
女
子
学
院
で
持
ち
ま

し
た
。

　

会
食
の
後
、
椅
子
を
円
陣
に
並
べ
変
え
て
、

「
学
院
歌
」
と
朝
拝
の
時

歌
っ
て
い
た
「
朝
の
歌
」、

「
童
謡
」
等
を
歌
い
懐
か

し
さ
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
と
こ
ろ
で
、
閉
会
の

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
良
い
環
境

で
過
ご
し
て
い
た
の
だ

と
、
改
め
て
思
い
ま
し

た
。

高
校
12
回
生
同
期
会

　

平
成
30
年
4
月
18
日
（
水
）
に
12
回
生
75

才
・
延
江
先
生
85
才
を
記
念
し
て
、
小
金
井
の

レ
ス
ト
ラ
ン
「
寺
子

屋
」
で
先
生
を
囲
み
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

　

又
2
年
後
の
再
会
を

約
束
し
ま
し
た
。

幹
事	

  

古
谷　

浩
代
（
古
谷
）

  

末
次
芙
美
子�

（
鈴
木
）

  

勝
又　

澄
江�

（
金
子
）

�

高
3
黄
組
ク
ラ
ス
会

　
　
高
校
23
回
生

　

平
成
30
年
11
月
26
日（
月
）、
吉
祥
寺
第
一
ホ

テ
ル
・
車
屋
に
て
ク
ラ
ス
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
出（
小
熊
）先
生
を
囲
ん
で
17
名
、
卒
業
か

ら
47
年
「
六
十
五
歳
記
念
」
の
ク
ラ
ス
会
で
す
。

　

中
出
先
生
か
ら
は
「
平
和
授
業
」
や
「
散
華

乙
女
の
碑
」
の
お
話
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

の
近
況
報
告
を
し
て
、
楽
し
い
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
福
岡
県
や
静
岡
県
か

ら
参
加
し
て
く
れ
た
友
、
卒
業
以
来
の
再
会
の

友
、
高
校
生
の
頃
と
変
わ
ら
ず
元
気
印
の
友
、

懐
か
し
く
、
会
え
て
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

今
回
参
加
さ
れ
な

か
っ
た
方
も
次
回
は

是
非
、
元
気
で
お
会

い
出
来
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

幹
事

 
生
井
真
知
子（
高
取
）

 

遠
藤
み
ち
子（
出
先
）

 

杉
山　

秀
美（
櫻
井
）

 

蛯
名　

良
子（
金
坂
）

 

柳
園　

智
子（
土
屋
）

菫
組
　
あ
つ
ま
れ
～
！

　
高
校
29
回
生	

鈴
木
　
智
子
（
志
田
原
）

　

9
月
29
日
（
土
）、
高
３
菫
組
の
ク
ラ
ス
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
部
は
、
武
蔵
野
女
子
学
院
中
学
校
と
し
て

最
後
の
文
化
祭
見
学
。
２
部
は
山
崎
賢
広
先
生

を
囲
ん
で
の
食
事
会
で
し
た
。

　

今
年
は
、
記
念
す
べ
き
「
還
暦
ク
ラ
ス
会
」

を
開
催
予
定
で
す
。

日
程
は
、
６
月
～
秋

ご
ろ
で
調
整
中
。

　

ク
ラ
ス
会
の
ご
案

内
が
届
い
て
い
な
い

方
で
こ
の
記
事
を
読

ま
れ
た
方
は
、
ぜ

ひ
、
く
れ
な
い
会
に

ご
一
報
を
！

高
校
38
回
生
同
期
会

　
高
校
38
回
生	

玉
田
　
弥
恵
（
成
田
）

　

11
月
4
日
（
日
）、
M
J
キ
ャ
ン
パ
ス
内
同

窓
会
館
で
、
Ｈ
38
回
生
初
の
プ
チ
同
窓
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
ル
等
で
繋

が
り
の
あ
る
方

の
み
の
急
な
ご

案
内
で
し
た

が
、
恩
師
7

名
を
合
せ
総

勢
54
名
が
集

い
、
本
開
催
へ

期
待
が
膨
ら

む
、
懐
か
し
く

楽
し
い
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
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会
員
か
ら
の
お
便
り

◆
高
女
11
回
生
　
原
千
惠
子
（
杉
本
）
ご
遺
族
様
よ
り

　

母
は
平
成
30
年
他
界
し
ま
し
た
。
く
れ
な
い

会
の
書
類
を
大
事
に
手
元
に
置
い
て
学
生
時
代

の
想
い
出
を
私
に
聞
か
せ
て
い
ま
し
た
。

◆
高
女
18
回
生
　
松
村
美
穂
子
（
瀬
戸
）

　

残
り
少
な
い
同
期
生
と
し
て
是
非
、
散
華

乙
女
追
悼
法
要
に
お
参
り
致
し
た
い
気
持
ち

で
一
杯
で
す
。

◆
高
女
19
回
生
　
森
田
ヨ
シ
子
（
大
洞
）

　

卒
寿
近
く
ま
で
な
ん
と
か
元
気
で
来
ら
れ

ま
し
た
事
を
幸
せ
に
思
っ
て
居
り
ま
す
。

◆
高
女
20
回
生
　
岩
田
恭
子
（
吉
川
）

　

90
才
を
迎
え
何
と
か
自
力
で
生
き
て
い
ま
す
。

◆
高
女
21
回
生
　
山
本
悦
代

　

市
の
健
康
体
操
に
は
通
っ
て
い
ま
す
が
長

く
歩
く
の
が
大
変
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

◆
高
女
21
回
生
　
髙
橋
節
子（
宗
像
）ご
家
族
様
よ
り

　

81
才
で
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

◆
高
女
22
回
生
　
川
島
芙
美
子
（
高
橋
）

　

散
華
乙
女
の
お
一
人
小
林
り
つ
子
さ
ん
と

は
幼
い
頃
家
の
近
く
に
住
ん
で
い
て
遊
ん
だ

り
し
て
お
り
ま
し
た
。

�

※
高
女
＝
高
等
女
学
校

◆
高
校
２
回
生
　
宮
下
聰
子

　

会
員
の
皆
様
の
健
康
を
祈
り
上
げ
ま
す
。

高
齢
で
す
け
れ
ど
も
90
才
を
目
標
に
努
力
し

ま
す
。

◆
高
校
3
回
生
　
島
津
好
江
（
中
村
）

　

自
分
の
年
令
を
か
え
り
み
て
感
謝
の
心
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

◆
高
校
4
回
生
　
佐
々
木
英
子
（
髙
見
澤
）

　

釧
路
に
嫁
い
で
50
数
年
、
す
っ
か
り
こ
の
地

に
根
付
き
心
豊
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。「
く
れ
な
い
」
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

◆
高
校
５
回
生
　
松
林
喜
美
子
（
三
原
）

　

八
十
路
を
過
ぎ
ま
す
と
面
倒
な
事
を
後
回

し
に
し
た
り
、
や
ら
な
か
っ
た
り
と
か
…
…

な
る
べ
く
ま
わ
り
に
迷
惑
を
か
け
な
い
様
、

心
が
け
た
い
な
ー
願
望
で
す
！

◆
高
校
５
回
生
　
金
　
良
枝
（
田
中
）

　

昨
年
の
９
月
２
日
に
転
ん
で
か
ら
体
調
不
良

に
な
り
歩
行
器
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す

◆
高
校
７
回
生
　
矢
嶋
奈
保
子
（
宇
佐
見
）

　

80
才
超
え
い
つ
迄
動
け
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

喘
息
の
持
病
も
あ
り
ガ
ン
も
克
服
し
現
在
は
ほ
と

ん
ど
毎
日
弓
道
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◆
高
校
８
回
生
　
森
　
歌
子
（
野
口
）

　

く
れ
な
い
会
設
立
90
周
年
記
念
式
典
に
伺

い
懐
か
し
い
先
輩
・
後
輩
の
方
々
と
の
談
笑
、

和
や
か
な
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
高
校
９
回
生
　
池
端
一
江
（
橋
島
）

　

終
活
を
始
め
て
居
り
ま
す
。
物
は
捨
て
ら

れ
ま
す
が
思
い
出
は
美
し
く
楽
し
く
残
り
ま

す
。
女
子
学
院
の
頃
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

◆
高
校
13
回
生
　
河
村
映
子
（
根
津
）

　

90
周
年
祝
賀
会
に
後
輩
の
娘
と
一
緒
に
参

加
し
ま
し
た
。
学
院
歌
斉
唱
で
は
思
わ
ず
落

涙
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

◆
高
校
15
回
生
　
末
光
詩
恵
（
一
條
）

　

武
蔵
野
女
子
学
院
す
ぐ
近
く
に
住
ん
で
お

り
民
泊
を
始
め
ま
し
た
。
よ
ろ
し
か
っ
た
ら

御
利
用
下
さ
い
。

◆
高
校
15
回
生
　
桃
井
聰
子
（
倉
田
）

　

今
年
は
父
の
七
回
忌
に
あ
た
り
ま
す
。
武

蔵
野
女
子
学
院
の
入
学
を
心
か
ら
喜
ん
で
く

れ
た
母
、
私
は
こ
の
両
親
の
娘
で
あ
る
こ
と

の
幸
せ
を
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
高
校
16
回
生
　
高
橋
洋
子
（
北
爪
）

　

箱
根
の
バ
ス
旅
行
は
楽
し
か
っ
た
で
す
。
同

  

こ
の
他
た
く
さ
ん
の
お
便
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

窓
生
は
家
族
の
よ
う
で
心
強
く
な
り
ま
し
た
。

◆
高
校
17
回
生
　
田
村
直
美
（
小
原
）

　

校
内
の
緑
の
美
し
さ
を
よ
く
思
い
出
し
ま

す
。
中
・
高
が
男
女
共
学
に
な
る
お
知
ら
せ
、

男
の
孫
も
入
学
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て

き
ま
し
た
。

◆
高
校
18
回
生
　
川
縁
成
子
（
宍
倉
）

　

中
高
も
共
学
と
な
る
そ
う
で
増
々
の
発
展

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
だ
、
私
に

と
っ
て
女
子
学
院
が
消
え
て
し
ま
う
様
で
寂

し
く
も
あ
り
ま
す
。

◆
高
校
18
回
生
　
石
原
加
代
子
（
山
中
）

　

姉
を
昨
年
亡
く
し
も
う
肉
親
は
誰
も
い
な
く

な
り
ま
し
た
。
本
当
に
思
い
が
け
な
い
事
で
悲

し
み
が
一
杯
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
２
ヶ
月
余

り
入
院
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
自
分
の
命
を
大

事
に
す
る
こ
と
を
姉
に
誓
い
ま
し
た
。

◆
高
校
20
回
生
　
今
井
美
津
子

　

会
費
を
送
金
す
る
と
女
子
学
院
を
想
い
出

し
繋
が
り
を
感
じ
ま
す
。
移
り
ゆ
く
学
校
に

寂
し
い
気
持
ち
が
つ
の
り
ま
す
が
、
学
友
達

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

◆
高
校
21
回
生
　
中
見
川
智
子

　

現
在
の
仕
事
は
ス
タ
ジ
オ
着
付
師
と
し
て

働
い
て
お
り
ま
す
。

◆
高
校
22
回
生
　
竹
内
裕
子
（
中
村
）

　

36
年
間
中
学
の
教
員
で
し
た
。
高
３
の
時

築
地
本
願
寺
で
報
恩
講
が
あ
っ
た
折
り
千
代

田
の
卒
業
生
で
あ
る
樹
木
希
林
さ
ん
の
講
演

を
拝
聴
し
ま
し
た
。
つ
ら
い
時
は
ど
う
す
る

か
の
質
問
に
「
空
を
見
上
げ
て
み
る
」
と
答

え
ら
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

◆
高
校
23
回
生
　
松
木
博
子
（
山
中
）

　

若
い
頃
に
受
け
た
母
校
の
建
学
精
神
や
仏

教
や
浄
土
真
宗
の
貴
重
な
内
容
を
思
い
起
こ

し
、
改
め
て
母
校
の
時
間
が
素
晴
ら
し
い
も

の
で
あ
っ
た
か
を
痛
感
す
る
日
々
で
す
。

◆
高
校
25
回
生
　
従
野
祐
子
（
島
松
）

　

大
阪
豊
中
市
内
老
人
ホ
ー
ム
に
て
事
務
の

仕
事
に
つ
い
て
い
ま
す
。
す
で
に
他
界
し
た

両
親
と
重
な
る
こ
と
も
多
く
親
孝
行
の
つ
も

り
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
高
校
27
回
生
　
酒
井
啓
子
（
清
水
）

　

会
報
の
三
澤
先
生
は
高
校
１
年
の
時
の
化

学
Ⅰ
の
先
生
で
し
た
。
学
校
で
学
ん
だ
事
は

人
生
の
宝
で
す
。
先
生
も
お
元
気
で
。

◆
高
校
29
回
生
　
真
野
朋
子
（
可
児
）

　

都
内
各
地
の
小
・
中
・
高
校
で
「
い
の
ち
・

平
和
」
の
テ
ー
マ
の
紙
芝
居
を
演
じ
て
い
ま
す
。

◆
高
校
32
回
生
　
笠
原
祐
子
（
金
井
）

　

ふ
と
板
垣
有
展
先
生
の
「
わ
た
し
の
仏
教
」

を
読
み
始
め
ま
し
た
。
今
だ
か
ら
わ
か
る
教

え
に
感
動
し
愛
読
し
て
お
り
ま
す
。

◆
高
校
33
回
生
　
木
俣
　
潤
（
薬
師
神
）

　

私
は
ご
近
所
の
80
才
を
超
え
た
お
ば
様
に

頼
ま
れ
手
先
の
リ
ハ
ビ
リ
の
た
め
に
ピ
ア
ノ

を
教
え
て
い
ま
す
。

◆
高
校
34
回
生
　
田
村
裕
子

　

３
年
間
の
タ
イ
駐
在
を
終
え
日
本
に
戻
り

ま
し
た
。

◆
高
校
44
回
生
　
田
中
美
奈
子
（
内
川
）

　

西
東
京
市
の
認
可
保
育
園
で
看
護
師
と
し

て
働
い
て
い
ま
す
。
保
育
実
習
で
武
蔵
野
大

学
の
学
生
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
る
事
も
あ
り

懐
か
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

◆
高
校
45
回
生
　
藤
尾
元
子
（
広
瀬
）

　

今
回
の
会
報
で
田
中
学
院
長
の
お
言
葉
に

も
あ
り
ま
し
た
「
一
人
の
人
間
と
し
て
そ
の
役

に
ふ
さ
わ
し
人
か
ど
う
か
」
に
し
っ
く
り
き

て
い
ま
す
。
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
立
地
を

生
か
し
、
五
感
を
育
て
た
く
ま
し
い
人
材
を

世
に
輩
出
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。
応
援
し
て

く れ な い  vol.40
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訃 

報 

（
敬
称
略
・
回
生
順
）  

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

元
家
庭
科
教
諭	

今
井　

弘
子	

	

平
成
31
年
1
月
14
日

高
女
7
回
生	

池
田
富
美
子
（
角
田
）

	

平
成
29
年
7
月
14
日

高
女
8
回
生	

尾
崎　
　

幸
（
山
下
）

	

平
成
29
年
7
月
15
日

高
女
11
回
生	

原　

千
惠
子
（
杉
本
）

	

平
成
30
年
1
月
9
日

高
女
12
回
生	

髙
橋　

寿
子

	

平
成
27
年
8
月
11
日

高
女
12
回
生	

佐
藤　

綾
子
（
岩
田
）

	

平
成
30
年
4
月
16
日

高
女
13
回
生	

深
山
ヒ
デ
子
（
島
崎
）

	

平
成
30
年
5
月
8
日

高
女
13
回
生	

吉
田　

米
子
（
奥
田
）

	

平
成
30
年
2
月
5
日

高
女
15
回
生	

今
村　

菊
恵
（
太
田
）

	

平
成
22
年

高
女
16
回
生	

三
沢　

榮
江

	

平
成
30
年
３
月
13
日

高
女
16
回
生	

斉
藤	

幾
（
赤
沢
）

	

平
成
30
年
４
月
10
日

高
女
16
回
生	

成
田　

英
子
（
服
部
）

	
平
成
30
年
３
月
１
日

高
女
17
回
生	
福
島　

良
子
（
森
田
）

	

平
成
30
年
６
月
２
日

高
女
17
回
生	

立
川
は
つ
子
（
萩
生
田
） 	

平
成
30
年
２
月
11
日

高
女
17
回
生	

奥
田　

妙
子

	

平
成
30
年
２
月
４
日

高
女
18
回
生	

横
澤
智
恵
子
（
谷
）

	

平
成
24
年
５
月
31
日

高
女
19
回
生	

橋
本　

栄
子
（
加
藤
）

	

平
成
30
年
2
月
９
日

高
女
20
回
生	

小
宮　

智
子
（
村
木
）

	

平
成
30
年
８
月
27
日

高
女
20
回
生	

小
澤　

八
重
（
細
野
）

	

平
成
30
年
12
月
30
日

高
校
3
回
生	

山
寺
ま
つ
子

	

平
成
30
年
10
月
2
日

高
校
3
回
生	

甲
斐　

弘
子
（
木
本
）

	

平
成
30
年
11
月
4
日

高
校
4
回
生	

瀬
沼　

光
枝
（
森
田
）

	

平
成
31
年
2
月
17
日

高
校
５
回
生	

石
山　

絹
子
（
小
林
）

	

平
成
30
年
９
月
23
日

高
校
７
回
生	

望
月　

洋
子
（
土
方
）

	

平
成
28
年
８
月
17
日

高
校
７
回
生	

古
川　

景
子

	

平
成
26
年
２
月

高
校
８
回
生	

双
木　

恭
子
（
関
）

	

平
成
30
年
４
月
28
日

高
校
８
回
生	

水
上　

醇
子
（
渡
辺
）

	

平
成
28
年
１
月
３
日

高
校
９
回
生	

中
野　

博
子
（
菅
野
）

	

平
成
30
年
４
月
19
日

高
校
10
回
生	

金
子
美
穂
子
（
福
田
）

	

平
成
30
年
１
月
１
日

高
校
11
回
生	

田
中　

恵
子
（
小
又
）

	

平
成
30
年
１
月
12
日

高
校
13
回
生	

奥
山　

裕
子
（
佐
々
木
）

	

平
成
29
年
11
月
26
日

高
校
13
回
生	

杉
本
れ
い
子
（
藤
田
）

	

平
成
29
年
９
月
30
日

高
校
16
回
生	

神
保　

治
子
（
兵
藤
）

	

平
成
29
年
７
月
23
日

高
校
18
回
生	

浦
川　

静
江

	

平
成
29
年
９
月
26
日

高
校
18
回
生	

縫
田　

良
子
（
加
藤
）

	

平
成
30
年
９
月
３
日

高
校
19
回
生	

小
松　

悦
子
（
島
津
）

	

平
成
26
年
12
月
12
日

高
校
21
回
生	

山
川　

洋
子
（
菊
岡
）

	

平
成
29
年
９
月
26
日

高
校
21
回
生	

神
立　

喜
子
（
平
瀬
）

	

平
成
29
年
８
月
１
日

高
校
26
回
生	

三
沢
て
る
み

	

平
成
30
年
３
月
９
日

高
校
34
回
生	

肥
沼
恵
美
子

	

平
成
23
年
３
月
６
日

い
ま
す
。

◆
高
校
47
回
生
　
奥
部
千
亜
希
（
西
澤
）

　

母
校
の
共
学
化
ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
い
気
が
し
ま

す
が
、
益
々
の
御
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま

す
。
女
子
高
時
代
の
想
い
出
を
懐
か
し
く
思
い

出
し
な
が
ら
会
報
を
読
ん
で
お
り
ま
す
。

◆
高
校
51
回
生
　
湯
村
茉
莉
（
和
久
井
）

　

息
子
が
附
属
幼
稚
園
で
お
世
話
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
懐
か
し
い
気
持
ち
で
学
院
内
を

歩
い
て
い
ま
す
。

◆
高
校
52
回
生
　
石
田
有
加
子
（
尾
田
）

　

25
才
の
時
に
大
病
を
し
ま
し
た
が
結
婚
し

子
供
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
高
校
55
回
生
　
原
　
麻
理
恵
（
高
橋
）

　

会
報
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
共

学
化
と
い
う
こ
と
で
驚
き
ま
し
た
。

◆
高
校
60
回
生
　
工
藤
未
来

　

保
育
士
と
し
て
発
達
障
害
や
肢
体
不
自
由

の
お
子
さ
ん
の
療
育
活
動
に
日
々
奮
闘
し
て

い
ま
す
。

◆
高
校
61
回
生
　
落
合
友
紀

　

今
年
で
社
会
人
３
年
目
と
な
り
、
先
輩
と

し
て
後
輩
を
支
え
ら
れ
る
よ
う
日
々
奮
闘
し

て
い
ま
す
。

◆
高
校
62
回
生
　
利
岡
璃
帆

　

学
生
時
代
の
ア
ル
バ
イ
ト
仲
間
だ
っ
た
夫

と
入
籍
し
娘
も
誕
生
し
、
楽
し
い
家
族
を
築

い
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
日
々
で
す
。

◆
高
校
63
回
生
　
相
澤
李
帆

　

平
成
30
年
6
月
下
旬
か
ら
約
２
年
間
ア
メ

リ
カ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C
の
大
学
に
留
学
し

て
き
ま
す
。

◆
高
校
65
回
生
　
渡
部
由
稀

　

目
標
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◆
高
校
66
回
生
　
天
野
妙
香

　

大
学
４
年
生
に
な
り
５
年
生
の
実
習
に
む
け

ま
す
ま
す
勉
強
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
高
校
67
回
生
　
田
中
茉
悠

　

都
立
青
梅
看
護
専
門
学
校
に
通
学
中
で
す
。

◆
高
校
68
回
生
　
清
水
碧
子

　

無
事
に
大
学
一
年
生
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
中
学
生
に
バ
ス
ケ
を
教
え
に
女

子
学
院
に
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
高
校
69
回
生
　
上
田
祥
奈

　

京
都
で
大
学
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
励
み
に
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
た
く
さ
ん
の
お
便
り
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

�

■ 三鷹サテライト教室（JR三鷹駅南口1分）

■ 千代田サテライト教室（JR四ツ谷・市ヶ谷駅徒歩7分、東京メトロ有楽町線麹町駅・半蔵門線半蔵門駅徒歩5分）

「生涯学習講座のご案内」をお送りいたします。お気軽にお問い合わせください。
武蔵野大学企画部学術事業事務室　〒 202-8585 東京都西東京市新町 1-1-20　　http://lls.musashino-u.ac.jp 
TEL 042-468-3222　FAX 042-468-3211　平日 9：30 ～ 18：00・土曜 9：30 ～ 15：30（祝日を除く）

　本学の建学精神である仏教と、仏教の影響を受けた能・狂言に関する講座のほか、文学、政治経済、�
心理、教育、環境、医薬学など、本学の特色を生かした魅力ある講座を開講しております。
◆入会金無料。◆卒業生は受講料が2割引になります。くれない会の会員番号をお知らせください。

生 涯 学 習 講 座

2019年度　前期講座（抜粋）（2019年 2月現在）
講　座　名 講師名（敬称略）

親鸞聖人の教えの核心
─阿弥陀仏 (如来 ) の願いに学ぶ─

本学名誉教授 ･世界宗教者平和会
議平和研究所所長 (WCRP)･ 佛教
タイムズ社代表取締役社長
山崎　龍明

2019年4月9日（火） 開講
15:00～16:30
（全6回）受講料　9,000円

三鷹サテライト教室

北村透谷
─百年早く生まれ過ぎた？天才─

本学名誉教授 ･日本現代詩人会員

竹田　日出夫 
2019年5月9日（木）開講
13:00～14:30
（全3回）受講料　4,500円
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散
華
乙
女
追
悼
会

「
箱
根
バ
ス
旅
行
」に

  

参
加
し
て

�

高
校
16
回
生
　
堀
井
和
久
美

12
月
3
日
、
見
上
げ
る
ほ
ど
に
大
き
く
な
っ
た
椿
の
も

と
、
散
華
乙
女
追
悼
会
が
行
わ
れ
、
初
め
て
参
列
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
と
高
女
の
方
々
と
懇

談
会
に
も
出
席
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の
中
で
し
か
理
解
し

て
い
な
か
っ
た
戦
争
の
時
代
、
あ
の
女
学
生
達
と
同
じ
時
を

過
ご
さ
れ
た
高
女
の
方
々
の
お
話
を
伺
い
、
と
て
も
大
き
な

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
友
達
と
共
に
い
つ
も
大
笑
い
を
し
な

が
ら
過
ご
し
た
学
生
時
代
、
何
と
幸
せ
な
時
を
過
ご
し
て
い

た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

改
め
て
戦
争
の
な
い
平
和
な
時
代
の
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
て
お
り
ま
す
。

思
い
出
す
だ
け
で
も
辛
い
事
を
私
達
の
為
に
伝
え
て
下

さ
っ
た
高
女
の
方
々
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
11
月
く
れ
な
い
会
の
バ
ス
旅
行
に
初
め
て
参
加
し

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
当
日
は
雨
。
雨
女
が
い
た
の
か
な
？

予
定
の
箱
根
神
社
は
足
元
不
如
意
と
の
事
で
バ
ス
の
中
か
ら

参
拝
。
昼
食
の
山
の
ホ
テ
ル
に
直
行
。
午
後
は
箱
根
で
寄
せ

木
細
工
を
体
験
し
ま
し
た
。
私
の
今
日
一
番
の
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
12
枚
の
木
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
コ
ー
ス

タ
ー
を
つ
く
っ
た
の
で
す
が
、
組
み
合
わ
せ
図
を
見
な
が
ら

や
っ
て
も
大
変
で
頭
を
フ
ル
回
転
で
す
。
次
の
ガ
ラ
ス
の
森

美
術
館
で
は
く
れ
な
い
会
九
十
周
年
パ
ー
テ
ィ
ー
で
歌
っ
て

下
さ
っ
た
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
の
ア
マ
ー
リ
オ
さ
ん
達
に
再
会
。

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
と
ベ

ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
で

イ
タ
リ
ア
を
満
喫
。

そ
の
後
一
路
東
京

へ
。
バ
ス
の
中
で
は

お
し
ゃ
べ
り
の
花
を

咲
か
せ
、
最
後
に
校

歌
を
歌
っ
て
解
散
。

何
十
年
振
り
の
校
歌

も
覚
え
て
い
る
も
の

で
す
ね
。
楽
し
い
旅

行
で
し
た
。
幹
事
さ

ん
達
、
お
疲
れ
様
で

し
た
。
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

近

畿

支

部
だ
よ
り

く
れ
な
い
会
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
い
つ
も
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の
支
部
会
は
、
６
月
30
日
に
大
阪
の
「
千
里
阪
急

ホ
テ
ル
」
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

本
部
か
ら
は
、
阿
部
会
長
と
倉
科
様
、
そ
し
て
今
回
も
遠

路
広
島
か
ら
鷹
谷
先
生
ご
夫
妻
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
高
女
18
回
の
先
輩
方
も
お
元
気
な
お
顔
を
お
見

せ
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿
部
会
長
か
ら
は
、
女
子
学
院
の
現
状
と
共
学
化
な
ど

に
関
す
る
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
ま
母

校
は
関
係
者
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
よ
り
将
来
へ
向
け
て
大
き

な
変
革
を
実
践
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
あ
り
、
本
当
に
頼
も

し
い
限
り
で
す
。
ま
た
、
学
校
長
に
な
ら
れ
ま
し
た
日
野
田

直
彦
先
生
は
、
特
に
関
西
と
の
ご
縁
が
深
い
方
で
も
あ
り
、

微
力
な
が
ら
近
畿
支
部
も
応
援
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

各
自
、
近
況
報
告
を
し
な
が
ら
の
、
な
ご
や
か
な
、
女

子
学
院
ら
し
い
時
間
の
後
、
次
回
の
再
会
を
念
じ
て
散
会
致

し
ま
し
た
。

今
年
は
、
6
月
30
日
（
日
）
に
、
大
阪
梅
田
で
支
部
会

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
皆
様
の
ご
出
席
を

お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

第
54
回 

く
れ
な
い
会
近
畿
支
部
会

ご
案
内

2
0
1
9
年
6
月
30
日
（
日
）
12
時

　�「
う
を
佐
」
に
て

�

（
J
R
大
阪
駅
　
駅
ビ
ル
内
）

竹
之
下
恭
子
（
申
し
込
み
先
）

　
　
0
7
2
─
7
5
1
─
6
2
4
0

今
年
度
の
散
華
乙
女

追
悼
会
は

12
月
3
日（
火
）
で
す
。

是
非
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

高
校
24
回
生  

福
田
め
ぐ
み
（
青
山
）

�

高
校
16
回
生
　
支
部
長
　
藤
尾
房
江
（
浅
見
）

く れ な い  vol.40
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平成 29年度・くれない会基金決算報告
収入の部 支出の部

項　目 金　額 項　目 金　額

前年度繰越金 63,029,189 90 周年記念パーティー
（京王プラザ） 2,033,920

入会金より基金積立 0 キャンセル 35,000
文化祭収益 62,639 演奏者御礼・事務費など 364,007
パーティー会費（112 名分） 1,344,000 振込手数料 540
お祝い 150,000 支出合計 2,433,467
寄付

（パーティー会費キャンセル） 24,000

※１受取利息 14,954 ※京王プラザへのお支払
パーティー会費（1,344,000）−キャンセル料

（35,000）=1,309,000
京王プラザへの支払い（2,033,920）−
1,309,000=724,920
724,920円を基金より支出致しました収入合計 64,624,782

繰越金＝前年度繰越金＋収入－支出＝ 63,029,189+1,595,593 −
2,433,467=62,191,315

以上の通り、報告致します。
平成30年5月10日　会計　市川　恭子　　尾澤　のり子
平成29年度決算報告書は、収支、関係書類共、審査した結果、正確なものと報告致します。		
平成30年5月10日　会計監査　髙橋　洋子　　高田　悦子

平成 30年度　　予　算
自　平成 30年 4月 1日　至　平成 31年 3月 31日

収入の部� 単位 :　円
項　目 平成 29 度決算額 予算額 備考

前年度繰越金 2,055,993 1,223,646

入会金 2,415,000 2,970,000 15000( くれない会入会金）×
69 回生 198 名

銀行利息 19 100 普通預金利息
本 79,668 0 あの日をわすれないために・記念誌
雑収入　等 37,751 0 タックシール代
維持会費 2,064,300 2,000,000 1,000 × 2,000 名分
寄付 558,000 0

振込手数料 198,400 200,000 100 × 2,000 名分　（維持会費
振込手数料として）

合　計 7,409,131 6,393,746

支出の部� 単位 :　円
項　目 平成 29 度決算額 予算額 備考

くれない会基金積立 0 300,000
通信費 82,582 80,000 電話・葉書・切手

会報費 2,659,757 2,500,000 印刷・封入・発送費・封筒・伝
票印刷

総会費 54,000 100,000 懇親会費

会議費 162,966 100,000 委員会 ( 往復はがき代）・むらさ
き会会議費他

講習会レク費 26,172 50,000 講師お礼・交通費
慶弔費 0 30,000 ご霊前
渉外費 48,908 50,000 中元・歳暮
散華乙女追悼会 22,324 50,000 散華乙女追悼会費用・往復はがき代

近畿支部交流費 131,420 170,000 近畿支部出張費・近畿支部運営
費補助

新卒関係費 199,670 200,000 くれない会入会記念品
交通費 453,115 450,000 事務局
人件費 1,280,400 1,300,000 事務局

振込手数料 248,247 250,000 ゆうちょ銀行・コンビニ振込の
維持会費の振込手数料

予備費 10,000 100,000
雑費 13,973 20,000 お茶・台所用品・紙コップ他
事務消耗品 35,371 50,000 文具・タックシール・コピー用紙
インターネット 1,220 0 回線使用料
寄付 0 0
記念誌 748,440 300,000 記念誌印刷代（増刷分）

本送料 6,920 15,000 あの日をわすれないために・記
念誌書籍寄贈分

小計 6,185,485 6,115,000
次期繰越金 1,223,646 278,746

合　計 7,409,131 6,393,746

平成 30年度　文化祭会計報告
収入の部

バザー売上金 金　　額
1 日目 122,860
2 日目 40,240

合　計 163,100
支出の部
お手伝いの方のお菓子代 1,620
中高等へのお礼 7,012
中高への活動助成金 30,000
食事（当日のお弁当代） 39,650
お茶代（ペットボトル） 3,744
紙コップ 1,712

合　計 83,738
収入⑴－支出⑵＝差引　79,362
※収益金 79,362 円は、くれない会基金に繰り入れました。
以上の通り報告致します。

平成 30年 10月 22日 
会計　市川　恭子

（1）

（2）

く
れ
な
い
会

■
平
成
30
年
度
　
活
動
報
告

１
．
会
報
「
く
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な
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」
第
39
号	

４
月
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日
付

２
．
委
員
会	

５
月
19
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（
土
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３
．
総
会	

６
月
２
日
（
土
）

４
．
近
畿
支
部
会	

６
月
30
日
（
土
）

５
．
樹
華
祭
（
バ
ザ
ー
）
参
加	

９
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

６
．
日
帰
り
バ
ス
旅
行	

11
月
６
日
（
火
）

７
．
散
華
乙
女
追
悼
会	
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月
３
日
（
月
）

８
．
高
校
70
回
卒
業
生
同
窓
会
入
会
式	

２
月
19
日
（
火
）

９
．
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会
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養
講
座	

年
３
回
開
催
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． 「
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き
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と
の
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２
回
開
催

11
．
母
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事
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席

	

中
学
・
高
校
入
学
式
、
同
慶
節
、
雪
頂
忌
、
彼
岸
会
、
報
恩
講

	

散
華
乙
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追
悼
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、
中
学
修
了
式
、
高
校
卒
業
式

■
令
和
元
年
度
　
活
動
予
定

１
．
会
報
「
く
れ
な
い
」
第
40
号	

４
月
25
日
付

２
．
委
員
会	

５
月
18
日
（
土
）

３
．
総
会	

６
月
1
日
（
土
）

４
．
近
畿
支
部
会	

６
月
30
日
（
日
）

５
．
樹
華
祭
（
バ
ザ
ー
）
参
加	

９
月
28
日
（
土
）・
29
日
（
日
）

６
．
日
帰
り
バ
ス
旅
行	

11
月
12
日
（
火
）

７
．
散
華
乙
女
追
悼
会	

12
月
３
日
（
火
）

８
．
高
校
71
回
卒
業
生
同
窓
会
入
会
式	

２
月
18
日
（
火
）

９
．
く
れ
な
い
会
教
養
講
座	

年
３
回
開
催

10
． 「
む
ら
さ
き
会
」
と
の
会
合	

年
２
回
開
催

11
．
母
校
行
事
に
出
席

	

中
学
・
高
校
入
学
式
、
同
慶
節
、
雪
頂
忌
、
彼
岸
会
、
報
恩
講

	

散
華
乙
女
追
悼
会
、
中
学
修
了
式
、
高
校
卒
業
式

平成 29年度　決算報告
自　平成 29年 4月 1日　　至　平成 30年 3月 31日

収入の部 単位 : 円

項　目 A　予算額 B　決算額 差引額
前年度繰越金 2,055,993 2,055,993 0

入会金 2,415,000 2,415,000 0 15,000( くれない会入会金）×
68 回生 161 名

銀行利息　　 100 19 ▲ 81 普通預金利息
本 0 79,668 79,668 あの日をわすれないために・記念誌

雑収入　等 0 37,751 37,751 タックシール代

維持会費 2,000,000 2,064,300 64,300 1,000 × 2,064 名分
寄付金 0 558,000 558,000
振込手数料 200,000 198,400 ▲ 1,600
合計 6,671,093 7,409,131 738,038

支出の部� 単位 : 円

項　目 A　予算額 B　決算額 差引額 備　考

くれない会基金積立 800,000 0 800,000 28 年度より入会金が 765,000
円減収の為

通信費 80,000 82,582 ▲ 2,582 電話・葉書・切手
会報費 2,500,000 2,659,757 ▲ 159,757 印刷・封入・発送費・封筒・伝票印刷
総会費 100,000 54,000 46,000 懇親会費

会議費 100,000 162,966 ▲ 62,966 委員会 ( 往復はがき代）・むらさ
き会会議費他

講習会レク費 50,000 26,172 23,828 講師お礼・交通費
慶弔費 30,000 0 30,000 ご霊前
渉外費 50,000 48,908 1,092 中元・歳暮
散華乙女追悼会 70,000 22,324 47,676 散華乙女追悼会費用・往復はがき代
近畿支部交流費 170,000 131,420 38,580 近畿支部出張費・近畿支部運営費補助
新卒関係費 200,000 199,670 330 くれない会入会記念品（写真立て）
交通費 450,000 453,115 ▲ 3,115 事務局
人件費 1,300,000 1,280,400 19,600 事務局

振込手数料 250,000 248,247 1,753 ゆうちょ銀行・コンビニ振込の維
持会費の振込手数料

予備費 100,000 10,000 90,000 絵画運搬料として
雑費 20,000 13,973 6,027 お茶・台所用品・紙コップ他
事務消耗品 50,000 35,371 14,629 文具・タックシール・コピー用紙
インターネット 20,000 1,220 18,780 回線使用料
寄付 0 0 0
記念誌 0 748,440 ▲ 748,440 記念誌印刷代（28 年度ご寄付

771,177 円より）
本送料 15,000 6,920 8,080 あの日をわすれないために
小計 6,355,000 6,185,485 169,515
次期繰越金 316,093 1,223,646

合　計 6,671,093 7,409,131
( 収入実績）7,409,131円－（総支出実績）6,185,485 円＝1,223,646 円	
次期繰越金内訳
( 三菱東京ＵＦＪ銀行普通預金）1,191,342 円＋（ゆちょ銀行）6,787 円＋（現金）25,517 円＝1,223,646 円
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● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

「平山郁夫シルクロード美術館（山梨県）と秋のランチ」

トイレ付
バス利用

日帰りバス旅行日帰りバス旅行
日 時    11月12日（火）午前8時30分出発（時間厳守） 集合場所 三鷹駅北口
費 用　1万円

申込締切

9/20
くれない会くれない会

定員定員　35名

申し込みはくれない会事務局へ　電話、FAX、メールにてお願いします

…… バザー用品のご寄付のお願い ……
◆ 衣類（新品）・雑貨・食器・食品（賞味期限内のもの）・手芸品等々
◆  夏休み以外一年中受け付けております。 

……… お手伝い募集 ………
◆  値段付け　9/19（木）
    文化祭前日9/27（金）、当日9/28（土）・29（日）

		   9月28日（土）11：15～16：00
	 　　　 29日（日）10：00～16：00

	 　高校校舎

　◦		中高文化祭「樹華祭」でバザーを開催しております。
　◦		無料のお茶処も用意しておりますので、皆様お誘

いの上、ぜひ母校に足をお運び下さい。

おさそい
への文化祭

日時
〒202-8585　西東京市新町 1-1-20　　 TEL・FAX　042-468-3161
 E-mail　kurenai@musashino-u.ac.jp

連
絡
先

武蔵野大学中学校・高等学校 同窓会くれない会 開室　月・木 午後1時〜4時
個人情報取り扱いについて

くれない会におきましては、個人情報を会員以外には、 
お知らせしておりません。 
又、問い合わせ等は、相手先確認了承の上、対処しております。
名簿等発送するときは、責任者・幹事の方へ適切な対応をし
ております。

※HPは随時更新予定です。ぜひご覧ください。

7号館5階（Ａ）（Ｂ）

活動報告・活動予定・会計報告
予算・その他

6月1日（土）13：30～14：30
総会後は同じく7号館5階（Ａ）（Ｂ）にて茶話会を開きます。
お茶、お菓子をご用意致します。ご参加下さい。

  同窓会 くれない会 検索

日時

場所

Information

日 程 講 師 内 容

6 月 17 日（月）
13：30～15：30

平田有希子（高校35回生）
ハートクチュール主宰 アクセサリー

10 月 21日（月）
13：30～15：30 井上知子（高校9回生） 歌って楽しく体を

動かしましょう

11 月 18 日（月）
13：30～15：30

清水　恵（高校29回生）
キャレモジ書家

うまく書ける
美文字エステ
（ボールペン）

※最低人数3名に達しない時は中止になることもございます。
※お申し込みは2週間前までに電話・FAX・メールにてお願いします。
　ご不明な点はくれない会までご一報ください。

くれない会　教養講座

日時

議題

場所

総会のお知らせ

2019年度

く れ な い  vol.40
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　振込用紙に、『あの日をわすれないため
に』（1,500円）「武蔵野女子学院と私」くれ
ない会設立90周年記念誌（1,000円）の冊
数と本代、郵送を希望される方は、送料を、
一律500円（二冊まで）ご記入ください。

　くれない会事務局にて直接販売もしてお
ります。（委員会・総会・文化祭バザーにお
いても販売いたします。）
　その他ご不明な点に関しましては、くれ
ない会までお問い合わせください。

本のお申込み方法

平素くれない会にご協力いただきましてありがとうございます。
くれない会は、皆さまの維持会費とご寄付で運営されています。
今年度も以下の要領で納入をお願いいたします。

コンビニ払いの納付期限は、8月25日になっておりますが、ゆうちょ銀
行では通年この振込用紙が使用できます。
インターネットバンキングでお支払いの場合は、必ず会員番号を名前の前
に入力し、会費 1,000 円、振込手数料は各自負担にてお願いします。

維持会費納入のお願い

武蔵野女子学院同窓会くれない会 編
四六判　定価　1,500 円

1,000 円

武蔵野女子学院生の
戦争証言集

くれない会設立
90周年記念誌

「武蔵野女子学院と私」

「あの日をわすれないために」

ネットバンキング口座番号　三菱 UFJ 銀行　武蔵境駅前支店（366）
（普）口座番号135655　口座名　武蔵野大学中学校・高等学校 同窓会くれない会 代表 阿部美枝子
（会費 1,000 円　同行のみ手数料無料）

1. コンビニ 2. ネットバンキング 3. ゆうちょ銀行 4. 直接来室

維持会費用 ◯  振込期限 8/25 ◯  通年 ◯  通年 ◯  通年

ご寄付・本専用 × × ◯  通年 ◯  通年

建墓のためのご寄付専用 × × ◯  通年 ◯  通年
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